
（Ａｓρｌ１良ｏ）
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電 波 が 弱 く ザ ラ ザ ラ し た 画 面 の 場 合 に 使 用 す る と，

き れ い な 画 像 で 受 信 で き ま す。

蓮竸／亀鰍
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取扱説明書

ＶＵＢ３２
一

」

坦

了
増幅部

一説 ７５Ω ケ ー ブ ル の 大 さ に 合 わ せ て
切 っ て ＜ だ さ い。

端 子 カ バ ー は 後 ろ へ 押 し て

ｏ

－ｏ

Ｏ
一 ぐ

①

○つ

く
Σ

開けてくださへ 、

ＶＵＢ３２

電源部

電波の強い地域で出カ レベルの低い ブースター を使用 する

と
，
ビ ー ト 縞 や

，
ワ イ パ ー 現 象 が 発 生 し ま す。 （ｐ．４参 照）

ＶＨＦは１００ｄＢμ， ＵＨＦは１０４ｄＢμ の 出 力 が 得 ら れ ま す か ら，

電 波の比較的強い地域で使用 しても， 障害のな いきれいな

画 像 で 受 信 で き ま す。

畔
ＶＨＦ とＵＨＦ の 各 増 幅 部 に， ポ ケ ッ ト ベ ル 信 号 に よ る 受 信

障 害 を 強 力 に 除 去 す る ブ ィ ル タ ー を 内 蔵 し て い ま す か ら，

障害 の ない き れ いな画 像 で受 信 でき ま す。

過電流保護 回路

増 幅 部 と 電 源 部 の 間 で シ ョ ー ト な ど の 異 常 が 発 生 し て も，

過電流 阻止半導体の働きによって， 電源部を保 護し
ます。

Ｖｕ混 合 ・ 別 入 カ 両用 フ タ は ネ ジ 止 め 式

ＶＵ 混 合 入 力 ・ 別 入 力 に 切 換 え で き ま す か ら， ミ キ サ ー

内 蔵 ア ン テ ナ や ＶＵ ミ キ サ ー を 使 用 し た ＶＵ 混 合 入 力 の 場 合

で も 使 用 で き ま す。

（Ｖ∪Ｂ３２）

ＦＭ 放 送 帯 域 を ス イ ッ チ で 「増 幅」 ま た は 「カ ッ ト」 す る

こ と が で き ま す か ら， ＦＭ 電 波 の 強 い 地 域 で も テ レ ビ の 受 信

障 害 は あ り ま せ ん。

増 幅 部 の フ タ は ネ ジ 止 め 式 で す か ら，

で き ま す 。

● ご 使 用 の 前 に，こ の「取 扱 説 明 書」と
「安 全 上 の ご 注 意」を よ く お 読 み く だ さ い。

● お 読 み に な っ た あ と は，保 存 し て く だ さ い。

し っ か り と 固 定

（ Ａ 三 ρｌ１良 ｏ



各ア ンテ ナ か ら のケ ー ブル と ブー ス ター （増 幅部） は，
間 違 えな い よ う に， 正 しく 接 続 してく だ さ い。

各 ア ン テ ナ 問 が 接 近し す ぎると， ア ン テ
ナ の 性 能 が 劣 化 しま す。

また
， ア
ンテ ナと ブー スタ ー 間 が 接 近 しす ぎると， ブー スタ ー が 発 振

して， 受 信 障
害 に なる こともありま す。

ＦＭ 電 波 が 強 い 地 域

←
・・カ ッ ト 「 ］

左

ＦＭ電波が弱い地域

⇒

■□］・・増幅

懸
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湿麟渥欝災爽⑱妻姜竃餐

ＵＨＦ叩
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Ｖ∪別入カ の場合
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翻握調整
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］
④
一
９
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⑤
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㊥ 幸 ㊥ ㊥ φ ㊥
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壁 面 取 付 用

木 ネ ジ （２本）

＼ ｝、

㊥

㊥ 幸 盟

利得調整
利 得 を 最 大 （ ㊨ へ い っ ぱ い 回 し た 状 態） に し て，

画

④ ＶＵ 混 合 入 カ 端 子 ま た は ＵＨＦの 入 カ 端 子 （ＶＵ 混 合 入 力 の ケ ー ブ ル

ま た は
，
ＵＨＦア ン テ ナ か ら の ケ ー ブ ル を 接 続 す る 端 子 で す）

⑬ ＶＨＦ入 カ 端 子 （ＶＨＦ ア ン テ ナ か ら の ケ ー ブ ル を 接 続 す る 端 子 で す）

ＶＵ 混 合 入 力 の と き は 使 用 し ま せ ん か ら， 付 属 の 防 水 キ ャ ッ
プ （小）

を 取 付 け て く だ さ い。

◎ 出カ 端子 （電 源部 の 入力 端子 Ｏ か らの ケー ブル を接 続 する 端子 で す）

ト

ト

Ｇ

◎ 入カ 端 子 （増幅 部 の出 力端 子 ◎ か ら のケ ー ブルを 接 続す る端 子 です）

Ｏ ・・出 力端 子 （丁・か ら の ケー ブル を１妾続 す る 端子 で す） …／

面に ワイ パ ー 現 象 （画 面 を 横 に 拭 い て いく よ う な 太

い 帯 模 様 ｐ．４参 照） が 出 る と き は，
症 状 が 消 え る ま で

，

調 整 用 ドラ イ バ ー で， ツ マ ミ を ㊧ へ 静 か に 回 し て く

だ さ い 。

増 幅 部 か らＴＶま で ば７５Ω ケ ー ブ ル （５ＣＦＶＡ） で

１ ０ ０ ｍ 位 が限 度で す。

↑
〉

Ｏ
ｏ

電 源 ス イ ッ チ

烹

■ ７５ Ω ケ ー フ ル ■

■

■

一

一 母

□

ＡＣ プ ラ グ （ＡＣ１ＯＯＶ） は
，

取 付 工 事 がす べ て 終 了 し て

か ら コ ン セ ン トに 接 続 し て

く だ さ い。

ＡＣｌＯＯＶ

０ ■ （５Ｃ ま た は ４Ｃ）

（３Ｃ は 芯 線 が 細 く， 損 失 も 多 い た め， ５Ｃ ま た は４Ｃを 使 用 し て く
だ さ い）

④ ， ⑤ ， ◎ の 各 端 子 に 接 続 す る ケ ー ブ ル は，加 工 す る 前 に

付 属 の 防 水 キ ャ ッ プ （大） に 通 し て か ら， 先 端 を 図 の 寸 法

に 加 工 し て く だ さ い 。

（㍍ ㌫ 瞭 こア
ケーブルの先剃よ’すべて図の寸法） 甘

８

上
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㊥ ⑮ ㊥

㊥ 幸 曲 館 幸 ㊥ ㊥ 幸 ㊥

㊥

利得調整
利 得 を 最 大 （ ㊨ へ い っ ぱ い 回 し た 状 態） に し て， 画

面 に ワ イ パ ー 現 象 （画 面 を 横 に 拭 い て いく よう な 太

い 帯 模 様 ｐ．４
参 照） が 出 る と き は

， 症 状
が 消 え る ま で，

調 整 用 ド ラ イ バ ー で
，
ソマ ミ を ㊧ へ 静 か に 回 し て く

だ さ い。

電 源 部 へ

各 端 子の 接 続 は， … の 画 到 を ご覧 ・ ださ／㌔ 電源 部 と・・の 接 続は， … の 画 珂 を ご 覧

く だ さ い。

ＶＨＦ

ＵＨＦ

ブ ー ス タ ー

ＶｕＢ３２

ま た は

ＵＢ３２

ＶＨＦ

ＵＨＦ

ブ ー ス タ ー

Ｖ∪Ｂ３２

ま た は

ＵＢ３２

赤 い 端 子

電源挿入型

直 列 ユ ニッ ト

ＤＣＣ７ＳＴＤ

４分 配器

４ＳＰＳ

Ｏ ＤＣ Ｃ ７ＳＴ

直 列 ユ ニ ッ ト Ｏ

ＤＣＣ７ＳＴ

２分 岐器

２ Ｄ Ｃ１ＯＩ＝

Ｄ Ｃ Ｃ７ＳＴ ｏ

２分 岐器

２ Ｄ Ｃ１Ｏｌ＝

２分配 器

２Ｓ Ｐ■＝

Ｏ Ｄ Ｃ Ｃ ７ＳＴ

Ｏ Ｄ Ｃ Ｃ ７ＳＴ

ブースター［璽 璽］

直 列 ユ ニ ッ トＯ
ＤＣＣ７ＳＴ

ＤＣＣ７ＳＴ ｏ

ブースター［重蚕到

Ｏ Ｄ Ｃ Ｃ ７ＳＴ

ＡＣ「００Ｖ ＡＣ１００Ｖ

電源挿入型

直 列 ユニ ツ ト

ＤＣＣ７ＳＴＤ

赤 い 端 子

ＴＶ ＴＶ



璽 ぺ＿＿ ぺ 鴉；ｌｌｌ：∴電源部壁面取付寸法（原寸）

ケ ー ス の フ タ を 完 全 に 閉 め て く だ さ い。

フ タ を 閉 め た あ と，

必 ず 固 定 ビ ス を 手 で

し っ か り と 締 付 け て

く だ さ い。

ＵＨＦア ン テ ナ ヘ

十 ＶＨＦア ン テ ナ ヘ

十

こ ∴■

／
ア ン テ ナ か ら の ケ ー ブ ル は

雨 水 が 入 ら な い よ う に Ｕ 字

形 に 配 線 し て ＜ だ さ い
。

＾心 ρ賄

適 合 マ ス ト径

２２ ～ ４８
．
６ ｍ ｍ

ケ ー ブ ル の 固 定 に は
，
別 売

の 支 柱 ス タ ン ド オ フ を 使 用

し て く だ さ し、ｏ

／

十
電 源 部 へ

頭
通 常 は

，
テ レ ビ の 上 か 横 に 置 き ま す

。
板 壁 面 に も 取 付 け る こ と が で き ま す。

、、
● 電 源 部 は，

温 度 上 昇 を 防 ぐ た め， 風 通 し の よ い

場 所 に 設 置 し て く だ さ い。
● 長 期 間 ご 使 用 に な ら な い と き は，ＡＣ プ ラ グ を

コ ン セ ン ト か ら 抜 い て く だ さ い。

● 板 壁 面 に も 取 付 け る こ と が で き ま す
。

各 ア ン テ ナ か ら の ケ ー ブ ル が，
そ れ ぞ れ の 入 力 端 子 に 正 し く 接 続 し て あ る

こ と を， も う 一 度 確 認 し て く だ さ い。

●画像 が出ない 場合， 著 しく スノーノ イズが 出る場合

● 増 幅 部 の 出 力 端 子 ◎ にＤＣ１４～１５Ｖ が き て い る か チ ェ ッ ク し て く だ さ い。

● ケ ー ブ ル が 断 線 ま た は シ ョ ー ト し て い ま せ ん か。

● 入 力 切 換 ス イ ッ チ が 正 し く 操 作 し て あ り ま す か。

ア ン テ ナ か ら の 入 カ レ ベ ル が， が ま ん 限 （ＶＨＦ１３６．５ｄＢμ， ＵＨＦ１３６ｄＢμ）

以 上 に な っ て い ま す か。

●画面 にビー ト縞 ・ワイ パー現象が 出る場合

● 他の電波と混信 していないか確認 してく ださい。 （外部 からの混信電波を

止 め る 以 外 に 方 法 は あ り ま せ ん） 画 質 が 最 も 良 く な る よ う に， 各 ア ン テ ナ

の 方 向 を 調 整 し て く だ さ い。

●ｃｈ１ ～ ３の 画 面 に 障 害 が 出 る と き は， ＦＭ 除 去 ス イ ッ チ を 除 去 側 （左） へ

切 換 え て く だ さ い。 （ＶＵＢ３２）

● ＶＨＦの 入 カ レ ベ ル が６９ ～７９ｄＢμ の 場 合， 利 得 調 整 ツ マ ミ を ㊧ へ 静 か に

回 し て く だ さ い。 そ れ よ り ＶＨＦの 入 カ レ ベ ル が 高 い か， ＵＨＦの 入 カ レ
ベ ル が

７９ｄＢμ 以 上 の と き は， 障 害 の あ る 帯 域 （ＶＨＦま た はＵＨＦ） の 入 力 端 子 に，

別 売 の 滅 衰 器 ＡＴＴ６， １０，１５，２０ＫＦＤを 接 続 し て レ
ベ ル を 下 げ て く だ さ い。

ス ノ ー ノ イ ズ

ビ ー ト縞

ワ イ パ ー 現 象

ブ ー ス タ ー は 正 し く 取 付 け な い と， 発 振 し て， ご 白 宅 や ご 近

所 のＴ Ｖの 映 り が 悪 く な る こ と が あ り ま す。

① 入 力 端 子・ 出 力 端 子 の 配 線 は， 取 扱 説 明 書 に した
がっ て 確 実

に お こ な っ て く だ さ い。

② 入 力 と 出 力 のケ ー ブ ル は， 束
ね た り ブー ス タ ー に巻 付 けな い

で く だ さ い。

③ ア ン テ ナ マ ス ト に 取 付 け る 場 合
，
ＶＨＦ・ＵＨＦ ア ン テ ナ と ブ ー

ス タ ー と の 問 隔 を １ｍ 以 上 離 し て く だ さ い。



■ 露 ■ ・… ｉｆｉ・・ｔｉ… （電気１ 榊 １，・１・・表示法による）

Ｖ∪Ｂ３２

増 幅 部 （Ａｓρ■■恥 電 源 部 （Ａ８ρ■１良●

項 目
〃ｅｍｓ

規 格
項 目
〃ｏｍｓ

規 格

伝 送 周 波 数 帯 域

冊ｑｕ帥ｏγＲ帥ｇｅ

７６～「０８Ｍ Ｈｚ １７０ ～２２２ＭＨｚ

（ＦＭ ・ ｏｈ１ ～３） （Ｃｈ４ ～ｒ２）

４７０～ ７７０Ｍ Ｈｚ

（ｏｈｒ３ ～６２）

ｒ 次 電 圧

Ｐｏｍ 帥 吻〃目ｇ百
ＡＣ「ＯＯＶ ５０・６０Ｈｚ

利 得

Ｇ副ｎ
２５～３「ｄＢ ２９～ ３５ｄＢ 消 費 電 カ

Ｐｏ鵬ｆｃｏｎ則ｍρ〃ｏｎ
３Ｗ

利 得 偏 差 （Ｐ／Ｖ）

Ｇ 舳 月ｅｓρ㎝ 舵 Ｆ佑巾ｅ５ｓ
３ｄＢ以 内 ５ｄＢ 以 内

直 流 出 力 電 圧 ・ 電 流

ＤＣ Ｏ山ρｕ 舳 〃百ｇｅκｕｒ用ｎｆ
ＤＣ「５Ｖ Ｏ．０７Ａ

利 得 調 整 範 囲
Ｇ自川 ｃ㎝ 片ｏ用目ｎｇｅ

Ｏ～ ○ｒＯｄＢ 以 上 （連 続 可 変）
Ｏ ～ ○ｒＯｄＢ 以 上

（連 続 可 変）

入 ・ 出 カ イ ン ピ ー ダ ン ス

加ρ〃ノｏ ゆ ｕ〃ｍρｅｄ畠ｎｏｅ
７５ Ω

雑 音 指 数

ｌ^ｏ旭畠円 ｕｆε
２．５～ ４．５ｄＢ 「．５～ ４ｄＢ

挿 入 損 失

’冊自用ｏｎしｏｓ５
Ｏ．２～２ｄＢ

実 用 入 カ レ ベ ル

Ｏρ目帽†沌 １ｎρ〃止ｏ鵬１
３６．５ （が ま ん 限） ～６９ｄＢμ（

嶺７９ｄＢμ）
３６ （が ま ん 眼） ～

６９ｄＢμ（
描７９ｄＢμ）

使 用 温 度 範 囲

花ｍρ 朋ｆｕ冊 円目ｎｇｅ
Ｏ～ ① ４０℃

定 格 出 カ レ ベ ル

胎 拍ｄＯ ゆ 山止帥ｅ’
ｒＯＯｄＢμ １０４ｄＢμ

外 観 寸 法

Ｄ’ｍ 釧ｓｌｏｎ３
３９（Ｈ〕ｘ１４９ Ｍ ｘ９８１Ｄ）ｍｍ

混変調／相互変調
Ｃｒｏ鵬 〃ｏｄ〃目†ｌｏｎ〃π研ｍｏｄ〃ａｆｌｏｎ

Ｇ ４６ｄＢ 以 下 ／ θ ５３ｄＢ 以 下 ０ ４６ｄＢ 以 下 ／
質 重 （ 重 亘）

〃 的 榊
約 ３３０ｇ

Ｖ Ｓ Ｗ Ｒ １．「 ～３

入 ・ 出 カ イ ン ピ ー ダ ン ス

’叩ｕ㍑Ｏ ゆｕｆ’ｍρｅｄａｎｏｅ
７５ Ω

電 源

Ｐｏｗ畠 用畠ｑ川爬ｍ釧 帖
ＤＣ「５Ｖ ０．０

７Ａ

使 用 温 度 範 囲

乃ｍρ岳個山冊月馴ｇ畠
θ２０～ ①４０℃

マ ス プ ロ の 規 格 表 に 絶 対 う そ は あ り ま せ ん。

ご 理 解 と 信 頼 あ る デ ー タ に ご 期 待 く だ さ い。

圃

防 水 キ ャ ッ プ （大） … …・…・・・・・… … … …３個

４ （小
，
ＶＨＦ入 力 端 子 用） …１個

木 ネ ジ （電 源 部 壁 面 取 付 用） … … … … …２本

外 観 寸 法

αｍ島冊わ冊
ｒ３０（Ｈ）×ｒ４８（Ｗ）×６４（Ｄ）ｍｍ

質 里 （重 里）
舳１９”

約３００ｇ

シ ン ボ ル
ｓｙｍｂｏ’

ト

増幅部 （Ａｓρ１１良○ 電源部

マ ス プ ロ の 規 格 表 に 絶 対 う そ は あ り ま せ ん。

ご 理 解 と 信 頼 あ る デ ー タ に ご 期 待 く だ さ い。

防 水 キ ャ ッ プ （大 ） … …・… ・・…・・… …・… ３ 個

４ （小
，
ＶＨＦ入 力 端 子 用） …１個

木ネ ジ （電 源 部壁 面取 付 用） … …… ……２本

実月ヨ 入 カ レ ベ ル の 最 小 値 （が ま ん 限） は
，
ス ノ ー ノ イ ズ を 完 全 に 除 去 で き ま せ ん が

，
実 用 に

な る 限 界 で す。

※ 利 得 を 最 小 に し た と き の， 最 大 の 実 用 入 カ レ ベ
’ル で す。

ＵＢ３２

増幅部 （Ａｓρｌ１良ｏ 電源部 （ＡＳρ１簑０

項 目
〃虐ｍ∫

規 格
項 目
〃自ｍ与

規 格

伝 送 周 波 数 帯 域

Ｆ爬ｑｕ釧ｏγ 胎ｎｇ目

４７０～７７０Ｍ Ｈｚ

（ｏｈｒ３ ～６２〕

７６～ ２２２Ｍ Ｈｚ

（ＦＭ ・ ｃｈｒ ～１２）

ｒ 次 電 圧

Ｐｎｍ〃γＭｏ伯ｇ百
ＡＣ「ＯＯＶ ５０・６０Ｈｚ

利 得

Ｇ自旧

消 費 電 力

Ｐｏｗεｒｃ㎝ 舳 ｍρ†１ｏｎ
２
．
１Ｗ２９～３５ｄＢ

通 過 帯 域 損 失

’冊ε用ｏｎ止ｏｓｓ
０．５～「．５ｄＢ

直 流 出 力 電 圧 ・ 電 流

ＤＣＯ〃ρ〃 吻〃目ｇ自κｕ鵬ｎｆ
ＤＣ１５Ｖ ０．０４Ａ

利 得 偏 差 （Ｐ／Ｖ）

Ｇ目ｍ 月舶ρｏｎ舵 Ｆ伯加ｅ舶
５ｄＢ以 内

入 ・ 出 カ イ ン ピ ー ダ ン ス

佑ρ 〃 ｏ〃ρｕｆ’叩百ｄ帥ｏｏ
７５Ω

利 得 調 整 範 囲

Ｇａｌｎ ｃ㎝叶ｏ用目ｎｇｅ
Ｏ～ θ １０ｄＢ 以 上 （連 続 可 変） 挿 入 損 失

’ｎ舵用ｏｎ止ｏ舶
０．２～ ２ｄＢ

雑 音才目 数

～ｏ’舵 丹 ｕ肥
「．５～４ｄＢ

使 用 温 度 範 囲

花ｍρ馴舳帽 Ｒ釧ｇ直
Ｏ～ ①４０℃

実 用 入 カ レ ベ ル
ｏρε舳 ｎｇ 肺ρｕｆ止百 ㈲

３６（が ま ん 限） ～６９ｄＢμ （
描７９ｄＢμ）

外 観 寸 法

αｍ馴割ｏｎ宮
３９１Ｈ〕ｘｒ４９１Ｗ〕ｘ９８①〕ｍ ｍ

定 格 出 カ レ ベ ル

月目†ｅｄ Ｏｕ†ρ〃し帥ｅｌ
ｒ０４ｄＢμ

質 亘 （重 重）

〃創９侃
約 ３３０９

混 変 調

αｏ舶 Ｍｏｄω舳ｏｎ
θ４６ｄＢ以 下

Ｖ Ｓ Ｗ Ｒ 「．「 ～３

入 ・ 出 カ イ ン ピ ー ダ ン ス

’叩 〃 Ｏ ゆ ｕＨｍρ百ｄ帥ｏ偉
７５ Ω

電 源

ＰＯＷ芭用虐 ψ 肥ｍ釧 埴
ＤＣ「５Ｖ ０．０４Ａ

使 用 温 度 範 囲

乃ｍρ朋 山ｒｅ月馴ｇｅ
θ２０～ ①４０℃

マ ス プ □ の 規 格 表 に 絶 対 う そ は あ り ま せ ん
。

ご 理 解 と 信 頼 あ る デ ー タ に ご 期 待 く だ さ い。

圃

防 水 キ ャ ッ プ （大） …・・… … …・・… …・・… ３個

４ （小
，
ＶＨＦ入 力 端 子 用） … ｒ個

木 ネ ジ （電 源 部 壁 面 取 付 用） …・… …・・…２本

外 観 寸 法
Ｄｌｍ帥刮ｏｎ５

ｒ３０（Ｈ）×ｒ４８（Ｗ）Ｘ６４（Ｄ）ｍｍ

質 亘 （重 亘）
〃引９舳

約２９０ｇ

シ ン ボ ル

５ｙｍｂｏ’
ト

マ ス プ □ の 規 格 表 に 絶 対 う そ は あ り ま せ ん
。

ご 理 解 と 信 頼 あ る デ ー タ に ご 期 待 く だ さ い。

防 水 キ ャ ッ プ （ 大） …・・… … …・・・… …・… ３ 個

４ （小
，
ＶＨＦ入 力 端 子 用） … ｒ個

木子 ソ （電 源部壁 面 取付 用） ２本

実 用 入 カ レ ベ ル の 最 小 値 （が ま ん 限） は
，
ス ノ ー ノ イ ズ を 完 全 に 除 去 で き ま せ ん が，

実 用 に

な る 限 界 で す。

※ 利 得 を 最 小 に し た と き の
，
最 大 の 実 用 入 カ レ ベ ル で す。
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当社合格範囲

当社合格範囲

当社合格範囲
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波 形 は
，
実 測 値 の 一 例 を そ の ま ま 記 載 し た も の で，

作 図 は し て あ り ま せ ん。
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波 形 は
，
実 測 値 の 一 例 を そ の ま ま 記 載 し た も の で

，
作 図 は し て あ り ま せ ん。

マ ス プ ロ の 性 能 表 に 絶 対 う そ は あ り ま せ ん。

ご 理 解 と 信 頼 あ る デ ー タ に ご 期 待 く だ さ い。

製 品 向 上 の た め 仕 様 ・ 外 観 は 変 更 す る こ と が あ り ま す。
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